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愛知大学東亜同文書院大学記念センター／オー
プン・リサーチ・センターでは、文部科学省の補
助金を得て 2006 年度より 5 ヵ年閥、全国で展示
会・講演会を開催するプロジェクトを実施してき
ました。
収蔵資料の公開事業は、「東亜同文書院大学か
ら愛知大学へ」をメインテーマとし、横浜・東
京・弘前・福岡・シカゴ・神戸に引き続き、今年
は 7 月に京都で「大陸にあった日本の高等教育機
関と東亜同文書院」のテーマで開催したあと、そ
の 1 ヵ月後には東亜同文書院最後の学長であり本
学の創設者・本間喜一学長の故郷、山形県米沢市
で「置賜（おきたま）が生んだ本間喜ーをめぐっ
て－東亜同文書院大学から愛知大学そして最高裁
判所一」のテーマで開催し、この事業のまとめは
I 1 月に地元名古屋で「東亜同文書院大学から愛
知大学ヘー近衛家、荒尾精、孫文、中国アジア大
旅行、日中交流一J のテーマで開催しました。
京都資料展示会・講演会
展示会 7 月 17 日（土）～ 18 日（日）
10: 00 ~ 18: 00 
講演会 7 月 17 日（土） 13: 30 ~ 17: 00 
7 月 17 日～ 18 日にわたり、コープイン・京都
で、東亜同文書院設立に係わった荒尾精、根津一、
近衛篤麿の 3 人や孫文関係資料の展示会と講演会
を開催しました。
会場探しは、昨年 11 月に開催した神戸展示会・
講演会の帰路、京都に立ち寄り探しを始めました。
当初、京都駅に近い京都キャンパスプラザを第一
候補に訪れたものの、貸し出しは地元の大学優先
で、しかも予約抽選時には京都の大学関係者が同
行することが条件とのことで、やむを得ず断念し
ました。他の施設も当たりましたが、条件に合う
施設は改修中や遠方のため決められませでした。
その 1 ヵ月後には、開催予定日が祇園の日でした
が、偶然にもコープイン・京都が予約できました。
「祇閣の最中では人は集まらない」の声に、喜び
もつかの間不安が倍憎しましたが、他に適当な所
はありませんでした。その後は「雨が降れば人は
集まる」「祇園は京都人にとっては恒例の行事だ
から影響は少ない」と都合よく解釈しました。
講師は、「大陸にあった日本の高等教育機関と
東亜同文書院」のテーマににあわせて 5 名の方を
選出し講演内容を決めました。旧満州の新京（現
在の長春）にあった建国大学出身の佐藤達也氏は
「建国大学と私」、ハルピン学院最後の卒業生の谷
藤助氏は「ハルピン学院と私」、東亜同文書院大
学卒業生の小崎昌業氏は「東亜同文書院（のちの
大学）と私」としました。そして、当記念セン
ター長の藤田佐久氏は、「東亜同文書院のあゆみ
と中国大調査旅行」、当記念センターのポストド
クター武井義和氏は「東亜同文書院に入学した京
都府出身者～明治・大正期の府費生を中心に～」
としました。
暫くして、小崎当記念センター委員より京都で
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開催するなら、是非、荒尾精の顕彰碑がある熊野
若王子神社で追悼式を挙行したいとの熱い提案が
あり、碑を寄贈した（財）霞山会に式開催に当た
り補助金のお願いをしました。当初は大学関係者
のみの行事と考えていましたが、本学の広報も兼
ねてチラシ・ポスターに掲載することに決めまし
た。「東方斎・荒尾精先生追悼式ご案内」も作成
して、 6 月はじめには記念センター賛助会員はも
とより書院関係者、京都を中心に滋賀や大阪まで
広げて遅い広報活動を始めました。京都府教育委
員会、京都市教育委員会、読売新聞大阪本社、愛
知大学問窓会に後援をお願いし、（財）霞山会に
は共催のお願いをしました。
2 月 18 日、恒例の愛知大学同窓会主催の梅花
忌（根津ー墓参）に誘われたのを好機に、同窓会
役員や京都支部のみなさんと会場の下見に出かけ
ました。最初に根津ー初代書院院長の菩提寺があ
る京都・月橋院に参拝しました。次に（財）霞山
会が寄贈した日清貿易研究所の創始者である荒尾
精の石碑と住居跡がある京都・熊野若王子神社に
行き、東方斎・荒尾精追悼式を 7 月 18 日に実施
するにあたり、祭事の準備や祝詞のお願いをしま
した。若王子神社の横には、「同志社大学創設者
新島褒墓所参道J の石碑が目立つが、荒尾精の石
碑やその解説碑には本学の事が記されず、愛知大
学と書院とのかかわりについて PR してほしいと
の同窓生の熱い声もありました。
講演会に合わせて、同窓会京滋地区の総会も
コープイン・京都で開催するため、関係者の方々
と現地に行き、催事担当者と打合わせを行いなが
ら、会場作りのために講演会ホールや会議室等を
カメラに収めました。開催場所は京都四条駅の近
くとはいえ、大通りから奥に入った町屋の中に位
置し通り客は望めず、同窓会を通じて参加の呼び
かけのお願いをしました。
展示品は、本学が所蔵する東亜同文書院関係資
料と孫文を支えた山田良政・純三郎兄弟の資料 8
点を選び出し、京都に関係の深い荒尾精関係資料
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3 点、根津一関係は、根津えい夫人などの写真を
入れて 3 点を選び、近衛篤麿関係 2 点も加えまし
た。
会場設営は、前日の午後から関係者で行いまし
た。講演会場は定員 150 名を収容できるように
三人掛けの長机と椅子をセットし、併せてプロ
ジェクターの準備もしました。展示会場は、隣接
する 2 つの会議室の間仕切りを外して I 部屋に
し、入り口横の壁を除いてコの字形にパーテー
ションを入れて、東亜同文書院大学から愛知大学
へのテーマに従って史資料を展示しました。入り
口の壁には、東亜同文書院大学第 42 期生の三回
良信氏が、わざわざ金沢市から持参し、寄贈して
いただいた「東方粛・荒尾精」の見栄えのする書
幅を展示することができました（書の詳細につい
ては、当記念センタ一発行の「同文書院記念報
18 号」を参照してください）。
会場の中心には荒尾精の「人の本心は善にして」
（書）と、大旅行の『調査報告書』及び『華語草
編』を並べると会場が引き締まりました。隣の小
会議室には、当記念センター作成の DVD 「東亜
同文書院から愛知大学の歩み－21 世紀にはばた
く真の国際人の育成一」を上映できるようにレイ
アウトし、入り口付近の壁際には「創成期の群像」
を中心としたイーゼルパネルを使用して展示する
ことにしました。
受付には京都資料展示図録を作成して展示物を
紹介すると共に、日に 3 回の展示説明会も開催し
ました。また、当記念センタ一発行の印刷物や成
果物を置いて、より理解を深めるようにしました。
17 日の講演会当日は、梅雨明けの猛暑となり
祇園の最中にも係わらず、京都新聞や読売新聞に
掲載されたこともプラスし、 150 名余りの方が講
演会・展示会に来ていただきました。 2 日目は、
展示会に加えて熊野若王子神社で荒尾精の追悼式
を霞山会の協力を得て開催しました。霞山会の方
はもとより、学長・副学長をはじめ書院卒業生・
同窓会役員の方や一般の方も加わり 30 名ほどが
愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一主催による資料展示会 ・ 講演会の企画運営に当たり
展示会 2 El 目に別会場で追悼式も開催 した こ と
もあり 、 あわただ しい事業で した。今回も記念セ
ンタ 一関係資料に加え大学案内も持参しました
が、本学を PR する よい機会 となりました。
参拝 し ま した。 石仰の解釈は東亜同文書院大学第
42 期生の三田氏にお願いし、 『同文書院記念報
の「荒尾精と若王子神社」の中で紹介し
ていただく こ とをお願いしま した。
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愛知大学東亜同文書院大学
東方斎・荒尾精先生追悼式ご案内
京都 ・ 若王子相H上より哲学の道が始まるところに、近＇！品im麿公J英文による荒尾粕先
生の顕r;,irii＼！があります。 荒尾先生は 19 世紀中葉より始まった西欧列強の中国侵略を
1111止し、東!IEの保全を図るため、日中の協力団結、特に通商貿易の振興による両国の
繁栄を唱導し、これに必要な人材益成のため、問友根津ーと共に上海に目的貿易研究
所を設立経営した明治の先党者であります。
このi何者の忠恕！と協力が近'liM'.i:＇立麿を \P.1.主とする束TIE同文会の結成と来日E同文3院
（大学）の創立を具現したのであるが、荒尾は｜明治 29 年、 38 歳の若さで台北に客死
しました。
大志半ばにして緩れた船主の死を近11Mは猟く惜しみ、荒尾が 『対m怠見』、 『対m排
妄』 を巷：し 、 アジア経論の卓見を1吐に問うた、 その1~＠近くに追悼碑の鐙立を発起し、
その来紡をたたえるill誕の偶！文を自ら探したのであります。
i綬山会、福友会、愛知大学同窓会有志一同は、日中提H~、東亜保全に尽力した荒尾、
近i拐、根津三光党のf(j＼・撲を偲び、誌にその追悼式を挙行します。禽ってご参加下さい。
日 時 2010 年 7 月 18 日（日）午前 11 時～12 時 30 分
場所熊野若王子神社京都市左京区若王子町 2
昼食若王子神社内 （ 1 , 500 円 当日ご持参下さい）
京都駅より市バス
「永観堂前」または「東天王町J 下車徒歩約 5 分
氾自
奇
L&f子
ご参加希望の方は 7 月 10 日（土）までにお名前、ご辿絡先、 昼食の婆 ・ 不要を明記
のうえ下記へ FAX · E メール等でお申し込みf!:iきますようお願い申し上げます。
参 加申 込
お名 1i1l (:II；：院 ・ 愛大 ・ その他）
ご!ili絡先
チェックを入れて下さい ↓
｜ 要（I. 50 0 円）昼食 1．不盟
愛知大学東亜同文書院大学記念センター／オープン ・リサーチ ・ センター
〒441-8522 豊橋市町畑町 1 -1 電話（0532) 47-4139 FAX (0532) 47-4196 
愛知大学豊橋研究支援課 Email tshien@ml.aichi-u.acjp 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター主催による資料展示会・講演会の企画運営に当たり
米沢資料展示会・講演会
展示会： 8 月 28 日（土）～ 29 日（日）
10: 00 ~ 18: 00 
講演会： 8 月 28 日（土） 13: 30 ~ 17: 00 
本学には、山形県出身の東亜同文書院大学最後
の学長であり、本学第 2 代・ 4 代学長であった本
間喜一に関する資料展示室も既に設置され、本間
研究がすすめられているため、研究成果発表の場
を山形県米沢市に選択しました。
毎回苦労するのが会場探しです。展示会・講演
会を同時に開催でき、交通の便がよく、集客がで
き、なおかつ会場費が安いところをインターネッ
トで探しましたが、地元優先の貸出しが多く、県
外の人が利用する場合は思うようなところは見つ
けにくいものです。今回は JR ・米沢駅近くで会
場が安いのが魅力の、米沢市東部コミュ二ティセ
ンターを予約できました。
6 月には開催のテーマ「米沢が生んだ本間喜ー
をめぐって－東亜同文書院大学から愛知大学そし
て最高裁判所一」と 3 名の講演者が決まり、山形
県教育委員会、米沢市教育委員会、川西町教育委
員会、（財）霞山会、愛知大学同窓会に後援のお
願いをしました。同時にポスター・チラシを作成
して広報活動を展開しました。
開催 1 ヵ月前には、藤田当記念センター長に同行
し、会場の下見を兼ねて後援団体を中心に協力のお
願いに山形県を訪れました。しかし、 13 歳で故郷を
離れた本聞を知る人はなく、集客に不安だったため、
その後は草の根広報を展開することになりました。
まず最初に、米沢市教育委員会を訪れ、オープ
ン・リサーチ・センタープロジ、ェクトの展示公開事
業を米沢で開催する趣旨について、当記念センター
の出版物を持参して十分に説明しました。特に東亜
同文書院から愛知大学を引き継いだ本間喜一の人物
像について力説しました。同ピル内の米沢市観光協
会にもチラシ・ポスターを持参してお願いし、その
足で米沢市商工会議所に出向きました。お昼直前、
山形新聞に飛び込み支局長に開催の趣旨を伝え事前
の掲載をお願いしました。次に上杉神社に隣接した
伝国の社・米沢市上杉博物館を訪問し、館長や学芸
員の方とお会いでき、「地方はやはり人脈や口コミ
の力が大きい。」との貴重なアドバイスもいただき、
成功させたい気持ちが増しました。
午後には、同窓会を代表して樋口校友課長のみ
ならず、上野同窓会東北支部長や武田同窓会山形
支部長もわざわざ米沢市東部コミュニティセン
ターまで来ていただき、いかに人を集めるか等具
体的な広報活動について検討をしました。
この日の最後の訪問地である川西町役場の就業
時間を気にしながら、米沢発 16 時 9 分の米坂線
に乗り、羽前小松まで緑豊かな風景をながめ、本
間もどんな思いを胸に、この里をあとに上京した
であろうと思いをめぐらせながら、のどかな役場
まで足を延ばしました。米沢行きの帰りの時刻を
気にしながら、短時間でしたが地元への広報と協
力のお願いをしました。
19 時過ぎには、本聞が帰郷の際に訪れていた
白布温泉・東屋まで行き、館主の宍戸氏から、本
間家や川西町玉庭の歴史について詳しくお話をし
ていただき、夜が更けるのを忘れるほどでした。
翌日は、館主から紹介された地元新聞の米沢日
報を訪れ、米沢での開催趣旨と本間研究について
紹介しました。ここに来て初めて、米沢ではなく
置賜（おきたま）の地名が本間のふるさとを差す
ことを教えられ、広報活動時の地名を米沢から置
賜に変更しました。次にこの出張の目的のひとつ
でもある本間喜一の生家・川西町玉庭の小池氏宅
に、講演者の山田先生も途中で合流して訪問し、
関係資料を確認させていただきました。里山のの
どかな田園地帯の集落の中に、築 180 年の木造
茅葺き屋根の曲がり屋がでんと構え、本間喜一の
雄姿とダブり歴史の重みさえ感じました。小池夫
妻のお人柄にもふれ、今回の企画をどうしても成
功させたいと思いを強くしました。
帰路、新幹線の時刻を気にしながら、一人でも
多くの地元の人達に知ってほしい気持ちが増し、
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小池家頭首と息子さんにも支援していただき、初
日に行けなかった河北新報社、米沢新聞そして文
化に理解が深いと評判の遠藤書店にも立ち寄り、
時間の許す限り広報活動をしました。特に山形新
聞は支局長が対応していただき、会の予告記事も
しっかり書いていただきました。
展示会場は、小ホール 59.5m2 (8.5mﾗ7m) 
の空間をどのようにレイアウトするのか、数少な
い本間関係史資料を使い、本間を知らない地元の
人達に理解しやすい展示について思案しました。
ノ号ーテーション 17 枚をコの字形に設置し、展示
ケース 1 台は山形市内から取り寄せ入り口の壁際
に設置しました。
レイアウトは本学の本間展示室を基本にし、ふ
るさとの玉！廷での資料、本間が愛用していた帽子
や眼鏡等を入れ、一般の人達に関心をもってもら
えることを第一に考え、構成することにしました。
まず、全体紹介のパネルで、本間喜一像を描き、次
に 5 枚のパネルを使って川西町玉庭での生い立ち
からはじめ、東京帝国大学卒業、東亜同文書院大
学最後の学長から愛知大学創立に深く係わったこ
とや、初代最高裁判所の事務総長として活躍した
ことを中心にしました。
パネルは I .生い立ち・人間性（教育は愛であ
る）、 II. 学究時代（法曹界から学問の世界へ）、
m. 東亜同文書院大学時代、 IV. 最高裁判所事務
総長時代（初代三淵長官を支えた二代田中長官ヘ
引き継ぐ）、 v. 愛知大学時代（厳父そして慈父）、
この 5 本の柱を目安に、壁面の幅を計算しながら
必要な資料を選択しました。「玉庭歴代村長」、「愛
情あふれる本間家の様子」、「最高裁判所事務総長
としての本間」、「愛知大学創立時の書簡」の 4 点
について A l サイズのパネルを使ってわかりやす
いようにまとめました。また本学創立一周年記念
式典の際、三出｜最高裁判所長官が記念講演を行い、
その時に書いてもらった掛軸「任重而道遠」（本
学が責任重大で前途多難であるという意味）や
1987 年病床にあった本聞を見舞い、中日友好協
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会の会長を長く務めた孫平化が送った貴重な書
「名高北斗寿比南山」（北斗星のように名高い本問
先生は南山のように長生きしてください）を当大
学史展示室から持参して、本間の人間関係の広さ
と深さを表現しました。
講演会当日は、原田川西町長や佐藤学長もかけ
つけていただき、本間を通して新たな交流が生ま
れました。また、学長から本問先生の胸像目録が
川西町長に渡されました。
当日は集客の不安をよそに定員 150 名のとこ
ろ、総勢 250 名の来場者で席が足りないほどの
大盛況となりました。会場駐車場も満車となり、
東部コミュニティセンター開設以来の人出とのこ
とでした。ふるさとの人々に広く置賜の偉人とし
て本間喜一を認知していただく大きな一歩となっ
たと思います。
地元の人々は、 111岡邦明本学文学部教授の「米
沢地方の歴史風土と本間喜一」、殿岡歳子氏（本
間喜一氏長女）の「私の父本間喜ーを語る」や藤
Ef:I佐久本学文学部教授・当記念センター長の「本
間喜一がつないだ東亜同文書院大学と愛知大学」
の講演を熱心に聴き入ったり、玉庭小学生時代の
展示資料を見入っていました。 2 日目には、殿岡
氏のご好意で手相診断も開催したため、より本間
が身近な存在になったと思います。
山形新聞をはじめ米沢日報などの地元新聞やT
V局にも取り上げられたり、マスコミや後援団体
のご協力が大成功につながりました。
終了後は各団体に協力のお礼の挨拶まわりをし
ましたが、こうした無料の文化講演会に市民の期
待が大きいこともわかり 歴史ある城下町である
ことを再認識しました。今回の開催場所は、会場
費を安くおさえることで、住宅地の真ん中の東部
コミュニティセンターを暑い夏に利用しました
が、場所や時期とは関係なく集客できたことは婚
しい限りでした。
アンケート結果よると、展示については、「簡
潔明瞭な展示だった」「こじんまりとしていて見
愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一主催による資料展示会 ・ 講演会の企画運営に当たり
やすかった」との評価もいただきました。特に玉
庭の人達は「玉庭小学校卒業証書」から本聞をよ
り身近に感じたようです。 諮演会は、「小学校の
皆勤'.W’をもらうなどの実話がとても面白く興味深
かった」「本聞の人生 ・ 生き方に感動させられたJ
と偉人としての本聞を認識した内容でした。 80
代の方は「玉庭に嫁に来たころお年寄りから本間
の話をよく聞いたが、人格者であると思っていた」
と諮演に満足していました。 本学の卒業生の身内
の方は、「弟が卒業生だが、すばらしい方が身近
にいたことに驚かされた」、「この企画を継続して
開催してほしいJ など多くの感想をいただきまし
た。会場については、「講演場所はフレッシュな
感じで大変よかった」と体育館も兼ねたホールに
ついて、不安をよそに好評でした。「住宅地の中
で分りにくい」「駐車場が満員だった」とのご意
見もいただき、結果的には「米沢市上杉博物館」
で開催できたらよかったなどと大成功であったか
らこその発言もありました。
会場の関係で展示できなかった本間喜一に関係
する質問や展示の要望もあり、本学に対する興味
が深まったことを感じた企画でした。
主催．愛知大学東盛岡文lli院大学記念センター／オーブンリサーチーセンター
後m ： 山形県教育祭員会、米沢市教育委員会、川西町教育委員会、（財） li'l!山会、愛知大学問窓会
開四咽愛知大学東E同文替院大学記念センター／オーブン・リサーチ・センター
E雪寝冨 干441-8522 袋知照蜂婿市町畑町1 ・ 1 TEL(0532)47-4139 FAX(0532)47-4196 
園田園蜘大学銭樋研究支媛線 E-mail:ts hien@ml .alchトuac. lロ
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名古屋資料展示会・講演会
展示会： I 1 月 27 日（土）～ 29 日（月）
10: 00 ~ 18: 00 
講演会： 1 1 月 28 日（日） 13: 30 ~ 16: 30 
展示公開フ。ロジェクトの最後の開催場所は、当
初愛知大学車道校舎を予定していましたが、本学
同窓生が松坂屋に多く就職しており、会場費を同
窓会から負担していただけることで、マツザカヤ
ホールを開催場所に決めました。
このプロジェクトの最後の基調講演は、『われ
巣鴨に出頭せず、』を著されたノンフィクション作
家・工藤美代子氏の「近衛文麿公の『われ巣鴨に
出頭せず、』をめぐって」と藤田佳久本学文学部教
授・当記念センター長による東亜同文書院大学の
歩みと、 5 年間のプロジェクトの展開についても
紹介することにしました。
工藤氏は近衛文麿公の行動を論理的に検証し、
東京裁判を根底から覆すほどの功績があったとし
て、東亜同文書院記念基金会から記念賞を受賞さ
れた方です。
2010 年 6 月、名古屋市栄にある松坂屋名古屋
店に会場下見を兼ねて、打ち合わせに出かけまし
た。思っていた以上に会場使用の規制が多いデ
ノ宅一トでの講演会・展示会をどのように構成する
のか、不安を感じながら会場のイメージ作りをし
ました。
テーマに合わせてどのような魅力ある企画をす
ればどれだけの集客が可能なのか、大学が所蔵す
る限られた史資料の中で何に興味を抱いてもらえ
るかなどについて、今回も検討を重ねました。
後援団体は、愛知県教育委員会、名古屋市教育
委員会、朝日新聞社、中日新聞社、毎日新聞社、
読売新聞社、日本経済新聞社名古屋支社、（財）
霞山会。共催は、展示公開プロジェクト事業を最
初から支えた本学同窓会の計 9 団体へお願いをし
ました。
夏休み前には、薄謝でご無理に講演の依頼をし
ていました工藤美代子氏から快諾のメールをいた
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だき、喜びながら早速ポスター・チラシを作成し
て情宣活動を始めました。
米沢展示会・講演会が終わると息つく暇もなく、
具体的に展示をどのように公開するか、テーマや
講演内容を視点、に入れ、過去の展示内容を分析し
ながら具体化していきました。
会場のレイアウトは、マツザカヤホールを大き
く 2 つに分けることにしました。展示史資料は、
パーテーションの寸法や会場個々の展示品を活か
せる方法を試行錯誤しながら選択し、本学が所蔵
する主な展示物は、写真を撮り解説を加えて展示
図録を作成して理解を深めていただくようにしま
した。
最初のコーナーは、「近衛家、荒尾精と「東亜
同文書院」の誕生」とし、特に近衛家 4代の貴重
な書、近衛忠照（掛軸）、近衛篤麿（掛軸）、近衛
文麿（掛軸）、近衛文隆（掛軸）を中心に配置し、
新たに文麿、文隆の説明パネルを作成しました。
荒尾精の紹介については、京都展示会場で寄贈い
ただいた見栄えのする「荒尾精書幅」（縦 215cm
×横 95cm）をコーナーの中心に設置し、新たに
「荒尾精家の紹介」、「荒尾の姪の紹介」を Al サ
イズのパネルで、作成し、計 17 点を展示しました。
次のコーナーは「孫文を支えた書院の山田良
政・純三郎兄弟」とし、会場入り口正面には「山
田良政先生墓碑」（掛軸）と東亜同文書会評議員で
あった故棲木俊一氏（名古屋出身）に贈られた孫
文の書「天下為公」（額縁）をメインに設置し、ま
た入り口付近のコーナーは、「履忠踏信J （額縁）
と「恕無怨」（額縁）をポイントに孫文関係史資料
を展示しました。ガラスケース内には、「土屋文
明短歌」と「孫文言卜報電報」を入れて計 21 点を
展示しました。
第 2 室は、「東亜同文書院から愛知大学へ」を
テーマに、 4 つのコーナーを設けました。特に
「書院の指導者たち」や「大旅行」をポイントに
4 点、日中関係は中華民国第 3 代・第 6代大総統
の禦元供から東亜同文書院創立 20 周年を記念し
愛知大学東亜同文書院大学記念センター主催による資料展示会・講演会の企画運営に当たり
て贈られた書「一道同風」を入れ 6 点、最後の愛
知大学コーナーは 2 つのケースも設置し、計 28
点の資料やパネルを選びました。
第 2 室から出口までの長い通路には、創成期の
群像を中心としたイーゼ、ルパネル 34 脚を使用し
て、展示することにしました。
I 1 月には、会場の最終確認のため再度訪問し
て松坂屋の実施担当者、パーテーション設置業者
の三者で予め作成した 100 分の l の図面を基に
講演会場のレイアウトや展示会場のパーテーシヨ
ンの位置などを具体的に決めました。現場に立ち、
この広いイベント会場で一般の人をどのくらい呼
び込むことができるのか、集客に不安を感じなが
らの打合せでした。
事前に担当業者からマツザカヤホールの平面図
を受取り、パネルの寸法の大きさ、展示ケースの
サイズなどの備品を確認した上で、こちらで検討
した内容を図面化して打合せに臨んだことで、会
場レイアウト案が順調に決まりました。
この展示公開プロジェクト事業も 9 回目とな
り、毎回試行錯誤しながら実行してきたことが生
かされたことを実感しました。
展示物は、参加者メンバーで一つひとつ梱包し、
4個の大型 Box に納めてチャーター便に乗せ、搬
入から飾り付け、搬出までを皆で協力しておこな
いました。
受付けには、名古屋展示会図録をはじめ当記念
センター案内やオープン・リサーチ・センタ一成
果物の展示・販売コーナーも設けることにしまし
た。
展示会場の準備は、開催日の前日の午後に出張
者全員で行いました。会場レイアウト案通、会場
を大きく 2 つに分割。講演会場は椅子 200 席を
並べ、演台、司会台を設置しました。プロジェク
ターは同窓会副会長の加藤氏のご好意により借用
しました。
展示品等を乗せたボックスチャーター便が届く
と同時にレイアウトに従い、展示物を設置しまし
た。展示会場にはパーテーション 65 枚、ガラス
ケース 5 台設置。写真パネルや掛軸を取り付ける
と、ゆったりとした見栄えのする展示室に生まれ
変わりました。なお、出口には本問先生の胸像の
素像が置かれました。
28 日の講演会は、工藤氏のわかりやすい近衛
文麿公解釈に加えて当記念センター長の「東亜同
文書院大学から愛知大学へーオープン・リサー
チ・センタープログラム事業にも関連してー」の
講演もあり、展示内容をより理解することができ
たと思います。
中日新聞や読売新聞に掲載されたことも大きく
影響し、集客の不安をよそに 3 日間で述べ 500 名
の来場者があり、東亜同文書院から愛知大学の流
れが話題になりました。名古屋市在住の方から東
海 4 県、石川、福井、大阪、神奈川、埼玉、東京、
千葉県と遠方からもお越しいただき、改めてこの
プロジェクト事業の大きさや役割を肌で感じ、開
催の目的を果たすことができました。
アンケート結果では、「展示のコンテンツがしっ
かりしていて見やすかった」、「展示会場に寮歌が
流れていて静かにゆっくりと拝見できた」と展示
についてお褒めのことばもありました。新聞を見
て来場した方からは、「講演場所が大学では敷居
が高いが、デパートが会場なら来やすい」、「講演
中には展示会場を閉めてほしかった」との会場の
ご意見もいただきました。展示については、東亜
同文書院卒業生のご家族からは、「父や叔父が過
ごした書院を理解でき感激した」と企画の喜びの
声が届きました。本学の卒業生は、「あらためて
母校を知る機会となった」、「この企画を継続して
開催してほしい」など多くの感想をいただきまし
た。在学生からは、「大学の授業ではここまで詳
しい内容は見聞きできないのですごくよかった」
「書院から愛知大学の設立が理解できた」、「ここ
に来て偉大な歴史ある愛知大学生であることに誇
りに，思えた」などと記載され、印象に残った資料
としては「大旅行」や敗戦後に中国政府から山田
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純三郎に送られた「国民政府軍発行通行許可書」
をあげて、孫文の秘書をつとめた山田純三郎がど
れほどの存在であったかの証だと評価していまし
た。会場の関係で展示できなかった本聞に関係す
る質問や展示の要望もあり、本学に対する興味が
深まったことを肌で感じました。
今回も厳しい予算の折、企画から実行まで出き
てつぐめをず
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